
6 0 1 0 0

● 分数形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，　　　　　 に　　　と答えたいときは，　　　として答えなさい。

　 また，それ以上約分できない形で答えなさい。例えば，　　と答えるところを，　　のように答えてはいけません。

● 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

　 例えば，　　　　　　　　　に　　　　と答えるところを，　　　　のように答えてはいけません。

● 根号を含む分数形で解答する場合，例えば　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　と答えるところを，

　　　　　　　や　　　　　　　のように答えてはいけません。
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● 問題の文中の　　　　　，　　　　　などには，特に指示がないかぎり，符号（-，+）又は数字（0～9）が入ります。
　 ア，イ，ウ，…の一つ一つは，これらのいずれか一つに対応します。なお，同一の問題文中に　　　　　，　　　　　などが
　 2度以上現れる場合，原則として，2度目以降は，　　　　　，　　　　　のように細字で表記します。
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※解答・解説は，問題ページの後に掲載しています。



第１問　（必答問題）（配点　20）

　xの 2次関数 f x ax ax a a4 42 2= - + + -^ h   （aは正の定数）がある。

⑴　 f 1 1=-^ h  のとき，a= ア である。

⑵　放物線 y f x= ^ h の頂点の座標は

　　　（ イ ，a
ウ

- エ a- オ ）
であり，この放物線が x軸と異なる 2点で交わるとき，aのとりうる値の範囲

は

　　　 カ a1 1 キ

である。

⑶　 x0 3E E  における関数 f x^ h の最大値が 2であるとき

　　　a= ク

であり，このとき f x^ h の最小値は ケコ である。



第２問　（必答問題）（配点　25）

〔１〕　1から 100までの自然数の集合を全体集合 Uとし，その部分集合 A，Bを

　　　A n n 6は の倍数=" , 

　　　B n n 8は の倍数=" , 

とする。ただし，Uの部分集合 Gの補集合を G  で表す。

⑴ 　集合 A B+  の要素の個数は ア 個であり，集合 A B,  の要素の個

数は イウ 個，集合 A B+  の要素の個数は エオ 個である。

⑵　次の カ に当てはまるものを，次の⓪～③のうちから一つ選べ。

　Uの要素 nについて，nが集合 A B+  の要素であることは，nが集合 

A B+  の要素であるための カ 。

⓪　必要十分条件である
①　必要条件であるが，十分条件ではない
②　十分条件であるが，必要条件ではない
③　必要条件でも十分条件でもない

〔２〕　三角形ABCがあり AB 5= ，BC 6= ，CA 7=  である。このとき

　　　cosB=  ，sinB=

である。

　頂点 Aから辺 BCに垂線をひき，辺 BCとの交点を Dとし，また，頂点

Cから辺ABに垂線をひき，辺ABとの交点を Eとする。このとき

　　　BD= シ ，DE=

である。

　また，線分ADと線分 CEとの交点を Fとするとき

　　　BF=

である。

キ
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ケ コ

サ
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ソ タ

チツ



第３問　（必答問題）（配点　15）

　生徒 8人に対して二つの調査A，Bを行い，次の表のようなデータを得た。

生徒 a b c d e f g h

調査A 7 9 5 3 4 7 6 7

調査 B 6 7 x 2 5 8 3 7

　また，調査 Bのデータの箱ひげ図は次のようになった。

0 2 4 6 8 10

　以下，小数の形で解答する場合，指定された桁
けた

数の一つ下の桁を四捨五入し，

解答せよ。途中で割り切れた場合は，指定された桁まで 0を記入すること。

⑴ 　調査Aの 8個のデータの平均値は ア . イ ，最頻値は ウ ，中

央値は エ . オ である。

（第３問は次ページに続く。）



⑵ 　生徒 cの調査 Bのデータについて，x= カ である。また，調査Aと調

査 Bのデータの散布図は キ である。 キ に当てはまるものを，次の

⓪～③のうちから一つ選べ。
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（第３問は次ページに続く。）



⑶ 　調査Aの 8個のデータについて，第 3四分位数は ク . ケ であり，

分散は コ . サ である。また，調査Aのデータの箱ひげ図は シ

である。 シ に当てはまるものを，次の⓪～④のうちから一つ選べ。

⓪   

0 2 4 6 8 10

  ①   

0 2 4 6 8 10

②   

0 2 4 6 8 10

  ③   

0 2 4 6 8 10

④   

0 2 4 6 8 10

　また，調査 Bの分散は約 4.4であった。次の⓪～④のうちから正しいものを

二つ選ぶと， ス ， セ である。ただし， ス ， セ は解答の

順序は問わない。

⓪　調査Aと調査 Bのデータの平均値は等しい。
①　調査Aと調査 Bのデータの範囲は等しい。
②　調査Aは調査 Bよりデータの範囲が大きい。
③　調査Aは調査 Bよりデータの四分位範囲が大きい。
④　調査Aは調査 Bよりデータの標準偏差が小さい。



第４問　（選択問題）（配点　20）

A，B 2人がそれぞれさいころを 1個ずつ投げるゲームを行う。

ア　2人の投げたさいころの目の数の差が 2または 4のとき，Aに 1点を与える。

イ　2人の投げたさいころの目の数が等しいとき，Bに 1点を与える。

ウ　ア，イ以外のときは，2人に点を与えない。

⑴　このゲームを 1回行ったとき，Aが得点する確率は  ，Bが得点す

る確率は  である。

⑵　このゲームを 3回行ったとき，Aが 3回目に初めて得点する確率は  

である。

⑶　このゲームを 5回行ったとき，

ⅰ　Aの総得点が 3点となる確率は  である。

ⅱ　A，Bそれぞれの総得点が 1点となる確率は  である。

ⅲ　A，Bそれぞれの総得点が等しくなる確率は  である。

第４問～第６問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。
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第５問　（選択問題）（配点　20）

x，yを整数として，

　　　x y x y y2 2 3 02 2+ + - + - =^ h  …①　を満たす x，yを求める。

次の問いに答えなさい。

⑴　x y x y y2 2 12 2+ + - + +^ h

=（x- ア y+ イ ）（x+ ウ y+ エ ）
と因数分解できるので，①を変形すると

（x- ア y+ イ ）（x+ ウ y+ エ ）= オ となる。

⑵　x- ア y+ イ >x+ ウ y+ エ >0のとき

①を満たす（x，y）は，（x，y）=（ カ ， キク ）となる。
x- ア y+ イ <x+ ウ y+ エ <0のとき

①を満たす（x，y）は，（x，y）=（ ケコ ， サ ）となる。

⑶　①を満たす（x，y）は全部で シ 通りあり，その中で x y+  の最小値は

スセ である。

第４問～第６問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。



第６問　（選択問題）（配点　20）

　図のように AB 10= ，AC 6=  の三角形 ABC

がある。 A+  の二等分線と辺 BCとの交点を D

とする。また，辺 ACの中点をMとし，ADと

BMの交点を Eとする。

⑴　
DC

BD
=  である。

⑵　
ED

AE
=  である。

⑶ 　3点A，M，Dを通る円が辺 BCと異なる 2点で交わるとき，点 D以外の交

点を Fとすると

　　　CD CF$ = オカ

となる。さらに，点 Fが辺 BCを 2：3に内分するとき

　　　BC=

である。また

　　　BM= ケ

である。

第４問～第６問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。
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B CD

E

M

ア

イ

ウ

エ

キ ク


